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▪おもな内容▪
P２～4
　●定例会の動き
　●議案等の審議結果
P５
　●意見書・決議
　●人事案件
P６～15
　●質疑・一般質問
　●７月28日臨時会
P16
　●�決算特別委員会を設置
　●�12月定例会のお知らせ

９
月
定
例
市
議
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
29
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１
日
に
は
、
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
決

算
の
認
定
な
ど
議
案
15
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
役

所
で
の
転
入
等
の
手
続
き
時
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た

め
、
待
ち
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
窓
口
の
導
入
や

市
税
納
付
方
法
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
追
加
、
市
内
の

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
学
校
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
感
染
症
対
策
強
化
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
式
蛇
口
や
加
湿

機
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
整
備
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実

施
に
当
た
り
、
市
の
教
育
系
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
通
信

速
度
の
拡
充
な
ど
が
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

ま
た
、
10
日
、
11
日
及
び
14
日
に
は
、
質
疑
・
一
般
質
問

を
行
っ
た
後
、
令
和
元
年
度
各
会
計
の
決
算
議
案
８
件
に
つ

い
て
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
（
関
連
16
面
）。

29
日
に
は
残
る
議
案
７
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
る
と
と

も
に
、
市
長
か
ら
追
加
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
４
件
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
案
及
び
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
許
さ
な
い
決
議
案

を
い
ず
れ
も
可
決
し
、請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。    

▲ 市庁舎見学で議場の説明を受ける東吉川小の児童（9月30日撮影）
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議案等の審議結果議案等の審議結果
三木市税条例等の一部を改正する条例の制定について

地方税法等の改正に伴い、市民税について、未婚のひとり親に対する税制上の
措置及び寡婦（夫）控除の見直しや個人市民税の人的非課税措置を見直すととも
に、法人税における連結納税制度の見直しに伴い、企業グループ内の法人に損益
通算の影響が及ばないようにする等の措置を講ずる。

また、市たばこ税について、軽量な葉巻たばこの賦課方式の見直しを段階的に
改める。

可　決
（全会一致）

子ども・子育て支援法の規定により条例に委任された基準等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に
伴い、引用する法令名を改める必要があるため、所要の改正を行う。

可　決
（全会一致）

三木市立認定こども園等の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

令和 3 年度の園児募集に伴い、条例に規定した広野幼稚園の廃止年月日を 3 年
延長し、令和 6 年 3 月 31 日に改める。

可　決
（全会一致）

市道路線の認定について
東播磨道関連主要地方道加古川小野線道路改築事業に伴い、旧三木鉄道跡地に

整備された道路を、新たに市道路線として認定するに当たり、法律の定めるとこ
ろにより、議会の議決を求める。

可　決
（全会一致）

条

例

等

９月29日【本会議】
■議案の採決　■追加議案（人事案件）の提案説明、採決
■意見書案の提案・採決　■決議案の提案・採決
■請願の継続審査の採決　■閉会

9月 16日・17日・18日・23日【常任委員会】
■議案・請願の審査

９月28日【常任委員会】 ■審査報告書の検討

定例会の動き
９月１日【本会議】 ■開会　■会期決定　■議案の提案説明

9月 10日・11日・14日【本会議】
■質疑・一般質問　■議案・請願の付託先決定
■決算特別委員会の設置及び同委員の選任
■決算議案の継続審査決定
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可　決
（全会一致）

予

算
令和２年度三木市一般会計補正予算（第５号）

予算の総額に歳入歳出それぞれ 1 億 9,352 万 5 千円を追加し､ 425 億 8,415 万円
とする｡

（主な内容）
・ 市役所窓口における転入手続き等の簡素化や円滑な案内を行うためのシステムを

導入する経費を追加。 〔990 万円〕
・ 新型コロナウイルス感染症の影響で、テレビ会議が急激に増加していることから、

専用のタブレット端末や通信環境を整備するための経費を追加。 〔600 万円〕
・ 令和 2 年 7 月から高等学校等就学支援金制度の支給基準が見直され、新たに市民

税の課税標準額及び調整控除額の確認が必要となったことを受け、所得証明書等
に当該項目を追加し、コンビニ交付ができるようシステムを改修するための経費
を追加。 〔218 万円〕

・ 市税の納付をスマホアプリやクレジットカードで行えるようにするための経費を
追加。 〔130 万円〕

・ 市職員等に新型コロナウイルス感染症の感染者が発生した場合に、施設内の消毒
等で市役所の一時閉鎖等が想定されることから、みっきぃホールなどに税務課及
び市民課の臨時窓口を開設できるようネットワーク回線を設置するための経費を
追加。 〔410 万円〕

・ 生活保護や高齢者の訪問用自動車の更新及びこども発達支援センターにじいろに
卓球用品を購入するための経費を追加。 〔158 万円〕

・ 介護予防教室等で身体の筋肉量や水分量などを測定する体組成計や、頭の健康
チェックプログラムを購入するための経費を追加。 〔320 万円〕

・ 子ども宅食用にお預かりした食材を一時保管するための冷蔵庫を購入するための
経費を追加。 〔20 万円〕

・ 既に中止等が決定している障害者スポーツ大会の開催に係る経費を減額。 〔45万4千円〕
・ 健診等の際に使用するオゾン空気清浄機の導入及び吉川健康福祉センターのト

レーニング機器を更新するための経費を追加。 〔202 万円〕
・ みきやま斎場において、3 月に実施した施設点検で指摘を受けた設備等の更新及

び遺骨を収める収骨室等における感染防止のため、空気清浄機を購入するための
経費を追加。 〔550 万円〕

・ 清掃センター管理棟の軒天井及び埋立処分場から排出される水を溜め検査を行う
水槽について、老朽化による腐食等が見られることから、修繕のための経費を
追加。 〔465 万円〕

・ 既に中止等が決定している健康づくりの集いの開催に係る経費を減額。 〔264 万9千円〕
・ イノシシやアライグマ等の有害鳥獣による被害が市内各地で増加していることか

ら、被害を防止するための侵入防止柵の設置及びイノシシの捕獲に対する補助金
を増額。 〔1,000 万円〕

・ 地震等で決壊した場合に甚大な被害が予想されるため池について、避難経路など
を地域とともに検討した「ため池ハザードマップ」を作成するための経費を追加。
 〔900 万円〕

・ 既に中止等が決定している農業祭の開催に係る経費を減額。 〔175 万円〕
・ 市の自粛要請により、かじやの里メッセみき、三木ホースランドパーク、道の駅

みきの各指定管理施設で発生した利用予約のキャンセルについて、各指定管理者
が免除したキャンセル料相当額を支援するための経費を追加。 〔586 万円〕

・ 既に中止等が決定している金物まつり及び金物フェアの開催に係る経費を減額。
 〔2,600 万円〕

・ 公園の大規模改修等に係る国の社会資本整備総合交付金について、予算額を超え
る配分が決定されたことを受け、次年度に予定していた三木山総合公園屋内プー
ルの受電・変電設備の更新を前倒しで実施するための経費を追加。 〔600 万円〕

・ 三木グリーンパーク管理棟の空調設備が、老朽化による機能不全で室温管理に支
障が生じていることから、空調設備を更新するための経費を追加。 〔230 万円〕

・ 市の自粛要請により指定管理施設の有料スポーツ施設で発生した利用予約のキャ
ンセルについて、指定管理者が免除したキャンセル料相当額を支援するための経
費を追加。 〔336 万円〕

・ 救急活動における感染予防のための衣服やマスクなどを追加で購入するための経
費を追加。 〔200 万円〕
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令和２年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
・ 所得税法等の改正による住民税基礎控除額の見直しに伴い、後期高齢者医療に

係るシステム改修に必要な経費を追加。 〔260 万円〕

可　決
（全会一致）

令和２年度三木市下水道事業会計補正予算（第２号）
・ 収益的支出において、吉川浄化センター汚泥脱水機の性能不良のために増加し

ている汚泥処分費を追加。 〔1,400 万円〕
・ 資本的支出において、汚泥脱水機の取替工事について、今年度に支出する必要

がある前払い金等を追加。 〔5,850 万円〕

可　決
（全会一致）

・ 計画的に実施している消防団員への反射ベストの配備について消防団員等公務災
害補償等共済基金からの助成が採択されたため、計画の一部を前倒しして整備す
るための経費を追加。 〔47 万 5 千円〕

・ 災害用備蓄物資や各種イベント等における感染予防のためのサーマルカメラの購
入に要する経費を追加。 〔407 万円〕

・ 既に中止等が決定している総合防災訓練及び防災フェスティバルの開催に係る経
費を減額。 〔200 万円〕

・ 臨時休校等に備え、すべての家庭とすべての学校・学級でオンライン授業を実施
できるよう、要保護、準要保護家庭に無料で貸し出すための Wi-Fi ルーター等の
購入に要する経費及び同家庭において発生する通信費の一部を支援するために必
要な経費を追加。 〔949 万円〕

・ オンライン授業の実施に当たっては、市の教育系インターネットの回線容量が不
足するため、通信速度を現行の100Mbpsから1Gbpsに拡充するための経費を追加。
 〔520 万円〕

・ 令和３年度からの学校統合に向けて、（仮称）吉川小学校で新たに運行を予定
しているスクールバスの転回場をみなぎ台小学校に整備するための経費を追加。
 〔740 万円〕

・ 志染中学校から緑が丘中学校へ通学することになる生徒の安全を確保するため、
新たに通学路となる道路に防犯灯を設置するための経費を追加。 〔147 万円〕

・ 学校生活における子どもたちの感染症対策を強化するため、小・中・特別支援
学校にセンサー式蛇口や加湿機、飛散防止フィルムなどを整備するための経費
を追加。 〔3,150 万円〕

・ 小学校、中学校の修学旅行において、三密を避けるためにバスの増便等を行った
場合、増便分のバスの借り上げ料を支援するための経費を追加。 〔860 万円〕

・ 市の自粛要請により、指定管理施設である文化会館で発生した利用予約のキャン
セルについて、指定管理者が免除したキャンセル料相当額を支援するための経費
を追加。 〔150 万円〕

・ 既に中止等が決定している市民合唱祭や芸術鑑賞会、CGアートコンテストなど
の開催に係る経費を減額。 〔247 万 7 千円〕

・ 本年 6 月及び 7 月の豪雨により、大きな被害を受けた農地やため池、水路等の復
旧に要する経費を追加。 〔6,000 万円〕

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　意
（全会一致）

公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意
（全会一致）

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意
（全会一致）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同　意
（全会一致）

国の責任による「20 人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願 継続審査
（全会一致）

請
願

人

事
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下記の事項を政府に要望しました。� （令和2年9月29日可決、同日提出）

◆ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財
源の確保を求める意見書

１ �　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保すること。
２ �　地方交付税については、引き続き、財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総
額を確保すること。

３ �　思い切った減収補填措置を講ずるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を
含め弾力的に対応すること。

４ �　税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税及び地方税の政策税制については、積極的な整
理及び合理化を図り、新設、拡充及び継続に当たっては、有効性及び緊急性を厳格に判断すること。

５ �　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、断じて行わな
いこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、今回限りの措置とすること。

政 府 に 要 望 （要旨）

教育委員会委員の任命に同意
前任者の任期満了に伴い、中嶋直裕氏（吉川町市野瀬）を任命することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
任期満了に伴い、小藤貴雅氏（別所町興治）を再任することに同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意
任期満了に伴い、實井憲二氏（志染町東自由が丘）、中井靖子氏（口吉川町桃坂）を再び推薦すること
に同意しました。

公平委員会委員の選任に同意
任期満了に伴い、小西利隆氏（細川町増田）、浅田修宏氏（明石市）を再任することに同意しました。

子どもへの虐待を許さない決議 可　決
（全会一致）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

可　決
（全会一致）

決
議

◆子どもへの虐待を許さない決議◆

決　　　議

子どもは国の宝である。子どもは生まれた時から一人の人間としてその権利が保障され、尊重され
るべき存在であり、健やかに成長する権利がある。
そして、子どもは円満な家庭において慈しみと愛情を持って育てられる存在である。しつけと称し
た体罰をはじめ、子どもへの虐待は、子どもの基本的人権を否定する著しい人権侵害であり、理由の
如何に関わらず決して許されるものではない。
しかし、昨今の社会状況を鑑みると、児童虐待の認知件数は年々増加しているとともに、虐待者の
多くは実父母であるという状況に、強い危機感を持つものである。
子育ての第一義的責任は家庭にあることは言うまでもないが、核家族化や地域のつながりの希薄化
が進み、保護者に役割と責任が集中する傾向が強まる中で、大人の都合が優先されるのではなく、子
どもにとって適切な環境が保障される視点が何よりも優先されるべきと考える。
よって本市議会は、本市が子どもに優しい街を目指し、子どもが虐げられ、傷つくことが決してな
いように、全ての市民が一体となって、子どもと家庭を支える環境づくりの構築に取り組んでいくこ
とを強く求めるものである。
以上、決議する。

次のとおり決議しました。

意
見
書
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を
確
認
し
、
子
ど
も
と
共
に
学
習

計
画
を
立
て
る
取
組
に
関
す
る
成

果
等
を
協
議
し
て
い
る
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
で
協
議

さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
市
内

全
校
に
情
報
共
有
を
行
い
、
各
学

校
に
お
い
て
教
職
員
の
指
導
力
の

向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
研
究
で
成
果
が
見
ら
れ
た

取
組
を
教
員
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
掲
示
板
へ
掲
示
す
る
こ
と
で
、

市
内
の
教
職
員
に
周
知
し
、
共
通

理
解
を
図
り
、
授
業
改
善
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
有
効
活
用
に
関
す
る
研
究
や
学

力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
検
証
を

行
い
、
教
員
の
資
質
向
上
を
踏
ま

え
た
更
な
る
学
力
向
上
に
向
け
た

取
組
を
図
っ
て
い
く
。

②
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

よ
っ
て
測
定
で
き
る
学
力
は
、
学

校
教
育
活
動
の
一
側
面
で
あ
る

が
、
そ
の
結
果
は
点
数
化
さ
れ
、

全
国
平
均
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
一
つ
の
指
標
と
し
て
尊
重
す

べ
き
数
値
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

調
査
は
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を

見
る
一
つ
の
指
標
で
あ
る
た
め
、

分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
、
学
力
推
進
校
を
指
定

し
、
２
年
間
の
研
究
、
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
市
内
全
校
で

共
有
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各
学
校
に
導
入

し
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
学

習
習
熟
度
に
応
じ
て
課
題
を
選
択

し
、
自
主
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
「
み
っ
き
ぃ
す
て
っ
ぷ
」

を
新
た
に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
、
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

検
討
・
実
施
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
条
件
に
合
わ
せ
て
文

章
を
書
く
力
を
育
む
た
め
、
字
数

制
限
の
あ
る
作
文
を
書
く
機
会
を

設
定
し
た
り
、
読
解
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
家
庭
と
連
携
し
て
読

書
を
す
る
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て

い
る
。

　

各
学
校
の
分
析
結
果
は
、
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
教

育
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
学
校

訪
問
等
を
通
じ
て
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
員
の
資
質
向
上
の
た

め
、
学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
年

３
回
開
催
し
、
各
学
校
が
２
年
指

定
で
行
っ
て
い
る
学
力
向
上
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
の
授
業
改
善

の
取
組
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
話
合
い
活
動
を
通
じ

た
協
働
学
習
や
単
元
に
入
る
際
に

子
ど
も
た
ち
が
身
に
付
け
た
い
力

　
　

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て
、

①
県
の
平
均
点
よ
り
も
低
い
結
果

に
つ
い
て
の
学
校
現
場
の
対
応
及

び
教
員
の
資
質
向
上

②
各
学
校
の
対
応
と
そ
の
結
果
に

つ
い
て
の
考
察

　
　

①
各
学
校
に
お
い
て
、
問
題

の
正
答
率
に
関
す
る
課
題
や

原
因
を
分
析
し
、
学
習
習
慣
を
含

め
た
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
を

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

問答

質
疑
・
一
般
質
問

　

９
月
10
日
、
11
日
、
14
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ
た
り
理
事
者
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

よ
つ
葉
の
会

 

穂
積 

豊
彦 

議
員

【
一
般
質
問
】

  

・ 

小
学
校
の
統
合

  

・ 

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
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①
今
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
、
何
月
頃
ま
で
の
見
通
し

を
持
っ
て
い
る
の
か
（
ゴ
ル
フ

甲
子
園
、
山
田
錦
ま
つ
り
、
成
人

式
）

②
中
止
や
縮
小
と
な
っ
た
事
業
の

影
響
や
今
後
の
開
催
方
法
の
検
証

③
市
役
所
３
階
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

を
活
用
し
た
金
物
・
山
田
錦
・
ゴ

ル
フ
の
Ｐ
Ｒ

　
　

①
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
目
途

が
つ
か
な
い
た
め
、
今
後
の
事
業

の
見
通
し
に
つ
い
て
明
言
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
令
和
３
年

３
月
開
催
予
定
の
全
国
高
等
学

校
・
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
春
季

大
会
は
、
現
段
階
で
は
県
の
対
処

方
針
に
基
づ
き
、
日
本
高
等
学

校
・
中
学
校
ゴ
ル
フ
連
盟
と
協
議

し
、
参
加
者
、
関
係
者
の
安
全
を

確
保
し
た
上
で
開
催
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
田
錦
ま
つ
り
は
、
吉

川
町
山
田
錦
村
米
部
会
を
中
心
と

市
の
事
業

問答

　
　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
や
学

力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実

施
に
も
関
わ
ら
ず
、
成
績
の
向
上

が
見
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
が
、

今
後
の
実
施
に
対
す
る
見
解
。

　
　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
は
、

全
市
的
な
取
組
を
協
議
し
、

各
校
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い

る
た
め
、
継
続
し
て
い
く
。

　

一
方
、
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
来
年
度
で
全
て
の
指
定
が

終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
検
証

し
、
新
た
な
学
力
向
上
の
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
で
学

力
向
上
に
向
け
、
協
議
・
検

討
を
し
て
い
る
が
、
結
果
が
出
て

い
な
い
こ
と
に
対
す
る
見
解
。

　
　

10
年
間
結
果
が
出
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、

学
力
向
上
推
進
委
員
会
の
協
議
の

仕
方
等
に
つ
い
て
、
見
直
し
も
含

め
、
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

し
た
実
行
委
員
会
で
計
画
さ
れ
、

山
田
錦
の
館
に
お
い
て
、
山
田
錦

を
使
っ
た
日
本
酒
の
良
さ
を
対
面

で
説
明
し
な
が
ら
販
売
す
る
事
業

で
あ
る
の
で
、
開
催
す
る
に
は
、

十
分
な
感
染
症
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
１
月
に

開
催
す
る
実
行
委
員
会
を
今
年
度

は
11
月
に
開
催
し
、
協
議
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
成
人
式
は
、
例
年
ど
お

り
成
人
の
日
の
前
日
、
令
和
３
年

１
月
10
日
の
日
曜
日
に
三
木
市
文

化
会
館
で
開
催
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、
三
密

を
回
避
す
る
た
め
、
中
学
校
区
単

位
で
新
成
人
を
午
前
と
午
後
に
分

け
、
２
部
制
で
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
方
式
は
８
月
25

日
に
開
催
し
た
新
成
人
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
に
お
い
て
了
承
を

得
て
い
る
。

　

な
お
、
感
染
防
止
の
た
め
、
国

歌
や
市
歌
の
斉
唱
は
行
わ
ず
、
音

源
を
流
す
の
み
と
し
、
式
典
の
時

間
短
縮
、
来
賓
・
招
待
者
を
最
小

限
と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。

②
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け

た
国
や
県
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛

要
請
等
を
踏
ま
え
、
み
っ
き
ぃ
夏

ま
つ
り
や
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
金
物
ま
つ
り
等
様
々
な
事
業

を
中
止
し
た
。

　

事
業
の
中
止
に
よ
る
市
民
や
関

係
団
体
へ
の
影
響
を
十
分
に
確
認

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
い
ま
だ
見
え
な
い
中

で
、
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
や
実

施
方
法
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

③
現
在
、
市
役
所
正
面
玄
関
か
ら

続
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
は
、
全
国

育
樹
祭
お
手
入
れ
道
具
、
三
木
金

物
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
賞
認
定
製
品
、

播
州
三
木
打
刃
物
の
実
物
を
展
示

し
、
来
庁
者
に
対
し
三
木
金
物
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
が
地
域
資
源
と
し
て
推
奨
し

て
い
る
金
物
・
山
田
錦
・
ゴ
ル
フ

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
ま
た
、
市
外
の
方
へ
力
強
く

公
政
会

 

岸
本 

和
也 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

  

・ 

市
の
事
業

  

・ 

バ
ス
交
通
の
見
直
し
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Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
の
施

策
を
推
進
す
る
上
で
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
及
び
み
っ
き
ぃ

ホ
ー
ル
は
、
一
般
の
方
も
利
用
で

き
る
貸
し
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る

市
民
団
体
や
市
の
関
係
部
署
と
も

十
分
に
調
整
し
、
全
体
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え
た
う
え
、
三
木
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ

が
行
え
る
よ
う
手
法
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　

今
年
中
止
と
な
っ
た
事
業
は

今
ま
で
の
開
催
方
法
で
よ
か

っ
た
の
か
、
ま
た
、
今
後
、
税
の

減
収
も
見
込
ま
れ
る
中
、
事
業
全

体
を
検
証
し
、
今
後
の
政
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
減

収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
減

収
補
填
債
や
基
金
の
取
崩
し
等
に

よ
り
対
応
を
し
て
い
く
が
、
こ
れ

ら
の
み
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
等
の
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
対
応
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
既

存
の
事
業
に
つ
い
て
必
要
性
や
効

問答

果
を
こ
の
機
会
に
改
め
て
検
討

し
、
事
業
全
体
の
見
直
し
を
進
め

て
い
く
。

　
　

①
三
密
回
避
の
た
め
避
難
所

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は

②
体
調
不
良
者
へ
の
対
応

③
分
散
避
難
で
車
中
避
難
や
在
宅

避
難
等
、
指
定
外
避
難
所
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら

の
掌
握
の
方
法
は

④
環
境
省
よ
り
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
各
避
難

所
で
受
入
態
勢
は
で
き
て
い
る
か

⑤
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
ペ
ー

避
難
所
運
営

問

ジ
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
し
、
飼
い
主
の
意

識
や
備
え
の
啓
発
を
す
べ
き
で
は

な
い
か

⑥
感
染
症
対
策
や
ペ
ッ
ト
同
行
避

難
も
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
早
期
作
成

　
　

①
国
や
県
が
示
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応

し
た
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
必
要
面
積
を
基
準
と
し

て
、
当
市
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
る
大
規
模
災
害
発
生
時
の
想

定
避
難
者
数
約
１
万
５
千
人
の
収

容
可
否
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
、

当
市
で
は
、
以
前
か
ら
比
較
的
十

分
な
収
容
人
数
を
確
保
し
て
い
た

た
め
、
必
要
収
容
人
数
が
若
干
不

足
す
る
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
こ

の
不
足
を
補

う
た
め
、
新

た
な
避
難
所

の
追
加
に
向

け
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、

在
宅
避
難
や
、

親
戚
又
は
友

人
宅
へ
の
避

難
、
車
中
避

難
等
の
分
散

避
難
に
つ
い

答

て
も
市
民
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

②
避
難
所
内
で
の
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
受
付
時
か
ら
一
般
避
難

者
と
交
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

対
応
し
、
各
避
難
所
で
あ
ら
か
じ

め
設
定
し
て
い
る
体
調
不
良
者
ス

ペ
ー
ス
へ
の
誘
導
を
考
え
て
い
る
。

③
分
散
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
氏

名
や
年
齢
、
避
難
者
数
等
の
詳
細

な
情
報
ま
で
の
把
握
は
、
現
時
点

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
、
全
国
の
先
進
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

④
当
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
各

避
難
所
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト
の
受

入
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
が
、
盲

導
犬
や
介
助
犬
を
除
く
ペ
ッ
ト
に

公
明
党

 

松
原 

久
美
子 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

避
難
所
運
営

  

・ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
在

住
外
国
人
支
援

  
・ 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

  
・ 
地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ

の
取
組

▲��環境省「人とペットの災害対策ガイドライン」
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つ
い
て
は
、
人
と
は
別
の
場
所
で

受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
る
条
件
と
し

て
、
屋
内
で
は
な
く
、
屋
外
で
雨

や
風
が
し
の
げ
る
場
所
で
の
避
難

と
な
る
。

⑤
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
や
避
難
所

で
の
注
意
点
等
、
飼
い
主
の
方
に

も
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
く
情
報

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
環
境
省

が
作
成
し
た
、「
人
と
ペ
ッ
ト
の

災
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
誘
導
す
る
形
で
掲
載
す
る

よ
う
検
討
す
る
。

⑥
現
在
、
国
や
県
が
示
す
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
市
独
自
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
９
月
中
旬
頃
完
成
後
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
月
に
は
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
避
難
所

指
定
要
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
、
感
染
症
対
策
に
対
応

し
た
避
難
所
運
営
に
備
え
て
い

る
。

　
　

車
中
避
難
者
な
ど
の
掌
握
に

つ
い
て
、
将
来
的
に
Ａ
Ｉ
を

問

活
用
し
た
防
災
ア
プ
リ
の
検
討
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
い
、

職
員
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
中
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
活
用
は
、
当
然
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

車
中
避
難
用
と
し
て
、
大
型

商
業
施
設
の
立
体
駐
車
場
等

を
避
難
場
所
と
す
る
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
対
す
る
見
解

　
　

空
地
や
駐
車
場
と
し
て
活
用

し
て
い
る
土
地
は
、
避
難
所

と
し
て
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
災

害
廃
棄
物
の
た
め
の
場
所
と
し
て

の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
庁
内
で
検
討
を
進
め
て

い
く
。

答問答

　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

市
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
受

け
た
人
と
感
染
者
数
、
及
び
そ
の

公
表

②
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
の
拡
大

（
ア
）　

学
校
や
福
祉
施
設
、
医

療
機
関
等
の
職
員
や
関
係
者
へ
の

定
期
的
な
検
査
と
、
必
要
に
応
じ

た
利
用
者
全
体
を
対
象
と
す
る
検

査
の
実
施

（
イ
）　

市
内
で
も
検
査
を
受
け

ら
れ
る
体
制

（
ウ
）　

マ
ス
ク
、手
袋
、防
護
服
、

消
毒
液
の
備
蓄

③
学
校
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策

（
ア
）　

長
期
休
業
を
経
た
子
ど

も
の
状
況
と
そ
の
対
応

（
イ
）　
「
三
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
感
染
防
止
対
策

（
ウ
）　

教
職
員
の
負
担
軽
減

（
エ
）　

少
人
数
学
級

　
　

①
加
東
健
康
福
祉
事
務
所
が

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
に
受

診
調
整
を
行
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

を
受
け
た
人
や
感
染
者
数
を
把
握

し
て
お
り
、
市
は
す
べ
て
を
把
握

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
９

月
２
日
付
の
一
部
日
刊
新
聞
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問答

市
の
感
染
者
数
は
10
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

感
染
者
の
公
表
は
、
県
が
法
に

基
づ
き
、
本
人
が
住
所
地
等
の
公

表
に
同
意
し
な
い
場
合
は
、
患

者
、
家
族
の
人
権
尊
重
、
個
人
情

報
の
保
護
の
た
め
、
加
東
健
康
福

祉
事
務
所
管
内
と
い
っ
た
表
現
で

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
お

び
や
か
し
、
安
全
を
守
れ
な
い
と

市
長
が
判
断
し
た
場
合
は
、
県
の

公
表
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
市
と
し

て
必
要
な
情
報
を
公
表
す
る
。

②
（
ア
）　

学
校
や
福
祉
施
設
、

医
療
機
関
等
の
職
員
や
関
係
者
へ

の
定
期
的
な
検
査
は
実
施
さ
れ
て

い
な
い
が
、
感
染
の
拡
大
や
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
に
は
、
濃
厚
接
触
者
以
外
に
も

幅
広
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
さ
れ

て
い
る
。

（
イ
）　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

で
は
、
希
望
者
又
は
陰
性
を
確
認

す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
通
知
で
は
、
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
期
の
流
行
に
備
え
、

発
熱
症
状
の
あ
る
患
者
は
、
帰
国

者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
介

さ
ず
に
か
か
り
つ
け
医
や
医
療
機

関
に
直
接
電
話
で
相
談
し
、
Ｐ
Ｃ

日
本
共
産
党

 

大
眉　

 

均 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
立
認
定
こ
ど
も
園

等
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
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員
減
や
教
職
員
の
加
配
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
県
教
育
委
員
会
に
要

望
し
て
い
く
。

Ｒ
検
査
や
受
診
が
で
き
る
よ
う
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
う
体
制

へ
と
10
月
中
に
変
更
し
て
い
く
た

め
、
今
後
、
検
査
や
医
療
体
制
は

更
に
充
実
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

（
ウ
）　

指
定
避
難
所
用
及
び
市

職
員
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
３
万
枚
、
手
袋
１
千
３
０
０

枚
、
防
護
服
１
５
０
枚
、
消
毒
液

４
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
危
機
管
理
課

で
、
新
た
に
購
入
し
、
備
蓄
し
て

い
る
。

③
（
ア
）　

新
し
い
生
活
様
式
の

実
践
に
伴
い
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
、
自
分
の
体
調
不
良
に
気
付
か

な
い
子
ど
も
が
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
や
、
長
期
休
業
日
の
短
縮
、

学
校
行
事
の
見
直
し
等
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
学
び
に
向
か
う
気
持

ち
の
維
持
等
、
幅
広
く
心
身
の
健

康
状
態
に
気
を
配
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
学
校
で
は
学
級
担
任

や
養
護
教
諭
等
を
中
心
に
行
う
健

康
観
察
や
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
の
状
況
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
基
に
、
全
教

職
員
で
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の

状
況
変
化
に
注

意
し
、
心
の
ケ

ア
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
も
連
携
し
、
注
意
深

く
子
ど
も
た
ち
の
観
察
を
行
い
、

教
育
相
談
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
に
対
し
て
も
感
染
症

に
係
る
不
安
等
を
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

（
イ
）　

感
染
源
や
感
染
経
路
を

絶
つ
た
め
、

・
発
熱
等
の
風
邪
の
症
状
が
み
ら

れ
る
子
ど
も
、
教
職
員
等
の
自
宅

休
養

・
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用

・
教
室
の
机
や
イ
ス
、
ド
ア
ノ
ブ

等
の
消
毒

　

三
密
回
避
の
た
め
、

・
教
室
の
こ
ま
め
な
換
気

・
机
の
配
置
へ
の
配
慮

等
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

（
ウ
）　

感
染
症
対
策
に
係
る
教

室
等
の
消
毒
作
業
の
業
務
軽
減
の

た
め
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
９
月
10
日
ま
で
に
、
小

学
校
６
校
、
中
学
校
２
校
の
計
８

校
に
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
エ
）　

現
在
、
市
で
は
２
０
５
学

級
（
小
学
校
１
４
６
、
中
学
校
59
）

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
30
人
以
上
の

学
級
は
、
79
学
級
（
小
学
校
32
、

中
学
校
47
）
で
あ
り
、
学
級
の
定

　
　

①
第
２
次
三
木
市
食
育
推
進

計
画
の
展
開
に
お
け
る
取
組

複
合
災
害
発
災
等
に
順
応
で

き
る
子
ど
も
や
市
民
の
健
全

な
心
身
を
培
い
、
高
齢
者
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

食
生
活
を
実
現
す
る
「
食
育

推
進
運
動
」

問   

・ 

複
合
災
害
発
災
時
に
お
け

る
新
た
な
販
売
ル
ー
ト
の

開
発
、
及
び
普
及
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の
支
援
対

策

  

・ （
仮
称
）
三
木
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
そ
の

後
の
進
捗
状
況

  

・ 

イ
ン
フ
ラ
が
被
災
し
た
場

合
に
お
け
る
給
水
車
に
よ

る
飲
料
水
、
生
活
用
水
の

供
給

  

・ 

複
合
災
害
に
対
応
で
き
る

機
動
力
の
即
応
能
力
の
向

上
政
策

  

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
よ
る
臨
時
休
業

の
影
響
下
で
の
、
小
・
中

学
校
の
授
業
時
数
不
足

三
木
新
党

 

加
岳
井 

茂 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
自
然
災
害
（
地
震
・

豪
雨
・
台
風
）
等
に
よ
る

複
合
災
害
に
適
応
し
て
い

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
反
映
で
き
る
行
政
機
構

へ
の
見
直
し

  

・ 

入
札
制
度
の
検
証

  

・ 

コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
の
段

ボ
―
ル
・
新
聞
ご
み
等
は

景
観
上
、
ま
た
防
犯
面
等

か
ら
そ
の
後
に
お
け
る
安

全
対
策
の
検
証

  
・ 
複
合
災
害
発
災
等
に
順
応

で
き
る
子
ど
も
や
市
民
の

健
全
な
心
身
を
培
い
、
高

齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
食
生
活
を
実
現

す
る
「
食
育
推
進
運
動
」
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の
５
つ
の
柱
は
、
複
数
の
行
政
組

織
を
横
断
し
て
い
る
が
、
主
た
る

統
括
推
進
部
局
と
※
俯ふ

瞰か
ん

し
た
食

育
推
進
体
制

②
食
育
基
本
法
に
お
け
る
食
育
に

関
す
る
市
の
責
務
、
区
域
の
特
性

を
生
か
し
た
自
主
的
な
施
策
と
実

施
体
制

③
第
２
次
か
ら
第
３
次
へ
の
移
行

に
向
け
た
三
木
市
食
育
推
進
計
画

の
進
捗
状
況

　
　

①
統
括
推
進
部
局
は
、
健
康

増
進
課
が
担
い
、
関
係
部
署

は
教
育
委
員
会
や
農
業
振
興
課
、

関
係
団
体
は
三
木
市
い
ず
み
会
の

食
生
活
改
善
推
進
員
、
栄
養
士

会
、
歯
科
衛
生
士
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

本
事
業
は
、

全
て
の
世
代
を

対
象
に
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
場
面

に
お
け
る
食
育

の
推
進
を
図
る

た
め
、
各
担
当

部
署
及
び
団
体

が
特
徴
を
生
か

し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

②
市
と
し
て
、

心
身
の
健
康
の

増
進
と
豊
か
な

答

人
間
形
成
等
、
国
や
県
が
目
指
す

食
育
の
方
針
を
踏
ま
え
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
食
育
に
関
す
る

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

食
育
推
進
に
お
け
る
課
題
と
し

て
、
若
い
世
代
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
の
実
践
、
地
産
地
消
の

認
識
を
深
め
る
こ
と
、
食
文
化
を

伝
え
る
仕
組
み
作
り
等
が
あ
る
。

　

実
施
体
制
と
し
て
、
三
木
市
い

ず
み
会
の
食
生
活
改
善
推
進
員
に

よ
る
市
の
地
場
産
物
を
使
っ
た
親

子
で
の
料
理
体
験
や
郷
土
料
理
を

学
ぶ
機
会
の
提
供
、
そ
し
て
学
校

給
食
で
は
、
鍛
冶
屋
鍋
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
鍛
冶
屋
風
カ
レ
ー
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
鍛
冶
屋

鍋
の
由
来
も
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
離
乳
食
講
習
会
、
乳
幼

児
健
診
、
健
康
教
室
等
で
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
食
習
慣
を

伝
え
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
食
生
活
が
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
第
３
次
計
画
は
、
令
和
４
年
度

の
実
施
に
向
け
、
本
年
８
月
に
加

東
健
康
福
祉
事
務
所
、
三
木
市
い

ず
み
会
、
三
木
栄
養
士
会
、
歯
科

衛
生
士
会
及
び
関
係
部
署
に
よ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を
開
催
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
準
備
を
行
っ
て

お
り
、
12
月
に
４
千
８
０
０
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
第
３
次
計
画
の
目
標
及
び

取
組
を
設
定
し
、
計
画
策
定
後

は
、
広
報
み
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
三
木
市
い
ず
み
会
や

三
木
栄
養
士
会
等
の
関
係
団
体
へ

の
周
知
や
全
世
帯
に
配
布
す
る
町

ぐ
る
み
健
診
の
お
知
ら
せ
に
計
画

の
概
要
版
を
同
封
す
る
こ
と
で
、

普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

※
俯ふ

瞰か
ん

高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
お
ろ
す
こ
と

全
体
を
上
か
ら
見
る
こ
と

　
　

①
広
野
幼
稚
園
の
廃
園
時
期

②
三
樹
幼
稚
園
、
自
由
が
丘

幼
稚
園
、
緑
が
丘
東
幼
稚
園
、
志

染
保
育
所
の
廃
園
予
定
の
現
状

③
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
保
育
教
諭
の
現
状
と
確
保

　
　

①
平
成
27
年
３
月
に
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
を
切
れ
目
な

く
育
て
、
質
の
高
い
就
学
前
教

育
・
保
育
等
の
提
供
を
持
続
的
に

行
う
た
め
に
策
定
し
た
「
幼
保
一

体
化
計
画
」
で
は
、
広
野
幼
稚
園

の
廃
園
年
月
日
を
、
令
和
３
年
３

月
31
日
と
し
て
い
た
が
、
広
野
幼

稚
園
区
の
児
童
数
の
動
向
に
よ

り
、
平
成
29
年
12
月
に
計
画
を
見

幼
保
一
体
化
計
画

問答

▲��食育推進計画

志
公

 

新
井 

謙
次 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

三
木
創
生
計
画

  

・ 

幼
保
一
体
化
計
画

  

・ 

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

方
面
行
き
バ
ス
の
見
直
し

計
画
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直
し
、
廃
園
時
期
を
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
減
に
伴
い
、
対
象

の
児
童
数
は
緩
や
か
に
減
少
す
る

も
の
の
、
３
歳
児
の
１
号
認
定
希

望
者
や
０
、１
、２
歳
児
の
３
号
認

定
希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
児
童
数
や
入
園
希
望
者

数
を
見
極
め
な
が
ら
、
就
学
前
施

設
の
受
入
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

②
三
樹
幼
稚
園
、
自
由
が
丘
幼
稚

園
、
緑
が
丘
東
幼
稚
園
の
３
園

は
、
毎
年
在
園
児
数
は
緩
や
か
な

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
幼
稚

園
を
利
用
し
た
い
と
い
う
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
た
め
、
令
和
５

年
度
ま
で
運
営
を
継
続
し
、
令
和

５
年
度
末
で
廃
園
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
志
染
保
育
所
は
、
定
員

に
対
し
て
在
園
児
数
は
充
足
し
て

お
り
、
当
初
の
計
画
で
は
令
和
３

年
度
末
と
し
て
い
る
廃
園
を
平
成

29
年
12
月
の
幼
保
一
体
化
計
画
の

見
直
し
に
よ
り
、
今
後
の
児
童
数

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
廃
園

時
期
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
お
り
、
来
年
度
の
入
所
募
集
時

期
ま
で
に
は
一
定
の
方
向
性
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
広
野
幼
稚
園
を
含
む
４
園
は
、

令
和
５
年
度
末
で

廃
園
を
予
定
し
て

お
り
、
志
染
保
育

所
は
今
後
の
児
童

数
の
動
向
を
み
な

が
ら
廃
園
時
期
を

決
定
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
よ
か
わ

認
定
こ
ど
も
園
は
、

現
在
公
立
で
運
営
し
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
か
ら
民
間
運
営
に
移

行
す
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
清
心
緑
が
丘
認
定
こ

ど
も
園
は
平
成
29
年
度
か
ら
10
年

間
、
小
規
模
保
育
施
設
は
平
成
29

年
度
か
ら
７
年
間
の
民
間
運
営
で

児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
当
該
施
設
に
つ
い
て

も
、
今
後
の
児
童
数
や
入
園
希
望

者
数
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
廃
園

時
期
等
を
決
定
し
て
い
く
。

④
全
国
的
に
保
育
教
諭
が
不
足
す

る
中
、
当
市
で
は
、
幼
保
一
体
化

計
画
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
を
推
進
し
て
い
る
と
と
も

に
、
平
成
29
年
度
か
ら
国
に
先
駆

け
て
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
育
料

の
無
償
化
制
度
を
始
め
た
こ
と
に

よ
り
、
当
初
の
計
画
に
比
べ
、
就

学
前
児
童
の
人
口
に
対
す
る
就
園

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
就
園
希

望
を
叶
え
て
い
く
た
め
に
も
、
保

育
教
諭
の
確
保
は
必
須
と
な
っ
て

い
る
。

　

募
集
時
に
は
、
民
間
認
定
こ
ど

も
園
が
主
体
と
な
り
、
毎
年
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
お
り
、
保
育

教
諭
を
目
指
す
学
生
に
市
が
実
施

し
て
い
る
修
学
資
金
貸
与
制
度
や

保
育
教
諭
を
目
指
す
学
生
を
対
象

と
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
体
験
制
度
等

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

採
用
後
は
、
保
育
教
諭
確
保
の

た
め
の
資
格
・
免
許
取
得
等
の
支

援
制
度
や
保
育
教
諭
の
処
遇
改
善

を
図
る
た
め
の
補
助
等
の
支
援
事

業
を
実
施
し
、
勉
学
や
生
活
面
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、
保
育

教
諭
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　

ご
み
を
原
因
と
し
た
異
臭
や

害
虫
、
害
獣
の
発
生
等
に
よ

り
、
衛
生
上
、
防
犯
上
の
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
屋
敷
は
社

会
問
題
化
し
て
い
る
が
、

①
ご
み
屋
敷
等
の
問
題
認
識

②
所
有
者
が
経
済
的
な
理
由
等
で

ご
み
を
撤
去
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
場
合
の
対
応

③
ご
み
屋
敷
へ
対
応
す
る
た
め
の

条
例
の
必
要
性

　
　

①
ご
み
等
が
家
屋
の
内
外
に

積
ま
れ
、
放
置
さ
れ
る
こ
と

で
害
虫
や
ネ
ズ
ミ
、
ま
た
、
悪
臭

や
火
災
の
発
生
、
物
の
崩
壊
の
お

そ
れ
が
生
じ
る
等
、
本
人
や
近
隣

住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て

い
る
状
態
を
ご
み
屋
敷
と
認
識
し

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
等
で
も
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
社
会
問

題
化
し
て
い
る
事
例
も
見
受
け
ら

れ
、
近
隣
住
民
の
不
安
は
相
当
な

ゴ
ミ
屋
敷
等
、
近
隣
住
民
に

と
っ
て
衛
生
的
に
問
題
の
あ

る
家
屋
に
対
す
る
行
政
の
対

応問答

日
本
共
産
党

 

板
東 

聖
悟 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  
・ 
母
親
が
育
休
中
の
子
ど
も

の
保
育
園
利
用

  

・ 
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
専
門

学
校
生
・
大
学
生

  

・ 

ゴ
ミ
屋
敷
等
、
近
隣
住
民

に
と
っ
て
衛
生
的
に
問
題

の
あ
る
家
屋
に
対
す
る
行

政
の
対
応
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も
、
居
住
者
本
人
が
自
ら
ご
み
の

撤
去
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
限
り
、
市
は
関
係
機
関
や
地

域
住
民
と
連
携
し
、
解
決
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
機

関
や
地
域
住
民
と
連
携
し
て
不
法

投
棄
等
を
含
め
た
ご
み
の
不
適
正

事
案
に
対
処
し
て
お
り
、
条
例
が

な
け
れ
ば
関
係
機
関
や
地
域
住
民

と
連
携
し
た
取
組
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て
当
面
の

課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
ま
だ

も
っ
て
い
な
い
。

　
　

９
月
11
日
付
の
神
戸
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
ご
み
屋

敷
へ
対
応
す
る
た
め
、
三
木
市
環

境
保
全
条
例
を
適
用
し
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

　
　

こ
の
件
は
、
個
別
案
件
で
現

在
も
進
行
し
て
い
る
が
、
公

衆
衛
生
上
の
観
点
か
ら
、
地
域
住

民
か
ら
悪
臭
の
解
決
を
要
望
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
長
年
に
わ

た
り
、
不
衛
生
な
状
況
を
つ
く
っ

て
き
た
原
因
者
が
原
状
回
復
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
原
因

者
や
土
地
家
屋
の
管
理
者
へ
解
決

を
促
す
と
と
も
に
、
県
等
の
関
係

問答

機
関
や
専
門
的
見
地
か
ら
弁
護
士

へ
の
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
地
域
に
と
っ
て
良
い
方

向
へ
進
む
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

　
　

①
ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困

窮
者
の
現
状
と
対
策

②
ひ
と
り
親
世
帯
や
障
が
い
者

（
児
）
世
帯
の
一
員
が
感
染
し
た

場
合
の
支
援

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

　
　

①
ひ
と
り
親
世
帯
か
ら
の
相

談
件
数
は
、
令
和
２
年
３
月

か
ら
８
月
ま
で
に
１
８
８
件
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
と
コ
ロ
ナ

と
の
共
存
共
生

問答

昨
年
同
期
間
の
２
３
０
件
に
比
べ

る
と
減
少
し
て
い
る
。
１
８
８
件

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
し
た
相
談
は
11
件

で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
保
護
者

の
失
業
、
子
ど
も
の
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
解
雇
等
で
あ
り
、
福
祉
課
の

生
活
困
窮
窓
口
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
緊
急
小
口
貸
付
や
国
の
学
生

支
援
緊
急
給
付
金
な
ど
を
案
内
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
り
ご
と

が
継
続
す
る
と
思
わ
れ
る
家
庭
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
電
話
や
訪
問

に
よ
り
、
近
況
の
把
握
に
努
め
、

社
会
的
に
孤
立
し
な
い
よ
う
見
守

り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

一
方
で
、
生
活
に
困
窮
し
た
方

か
ら
の
相
談
件
数
は
、
令
和
２
年

３
月
か
ら
８
月
ま
で
に
３
８
７
件

で
、
昨
年
同
期
間
の
91
件
か
ら
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
起
因
と
し
た
相
談
は
２
４
５

件
で
相
談
件
数
の
推
移
を
み
る

と
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
は

毎
月
１
０
０
件
前
後
で
あ
っ
た

が
、
７
月
、
８
月
は
50
件
弱
に
落

ち
着
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

主
な
施
策
と
し
て
住
居
確
保
給

付
金
に
よ
る
家
賃
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
生
活
に
困
窮
す
る
方

が
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
個
人
の
権
利
保
護
の

制
約
が
あ
る
た
め
、
本
人
に
許
可

な
く
敷
地
に
立
ち
入
っ
た
り
、
ご

み
を
処
分
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
に
市
内
で
、
ご
み
屋
敷
の

問
題
解
決
の
た
め
、
福
祉
関
係
等

の
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
解
決
を
図
っ
た
事

例
も
あ
る
。

②
本
来
は
、
ご
み
を
堆
積
さ
せ
、

ご
み
屋
敷
に
し
て
し
ま
う
本
人

に
、
ご
み
を
撤
去
し
、
ご
み
屋
敷

状
態
を
解
消
す
る
責
任
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
ご
み
屋
敷
発
生
の
背

景
に
は
、
加
齢
や
認
知
症
、
生
活

意
欲
の
喪
失
等
の
様
々
な
課
題
が

見
ら
れ
る
た
め
、
市
は
福
祉
関
係

等
の
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

③
現
在
、
近
隣
で
は
、
京
都
市
や

大
阪
市
、
神

戸
市
等
で
条

例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
条

例
に
お
い
て

志
公

 

大
西 

秀
樹 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
事
業
及
び
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業

  

・ 

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
と
コ
ロ

ナ
と
の
共
存
共
生

  

・ 

学
校
再
編
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で
き
る
よ
う
、
支
援
内
容
や
相
談

等
に
つ
い
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
親
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、
子
ど
も

は
陰
性
で
、
他
に
保
護
す
る
親
族

が
い
な
い
場
合
、
県
の
保
健
所
が

兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
げ
、
同
セ
ン
タ
ー
の

判
断
を
も
っ
て
一
時
保
護
を
行
う

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
感
染
し
た
場
合
、
そ
の
障
が

い
の
あ
る
方
は
、
市
が
関
係
機
関

や
相
談
支
援
専
門
員
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
な
ど
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
調
整
す
る
。

③
発
熱
の
あ
る
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
医
療
機
関
に
電
話
で
症

状
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
か
か
り

つ
け
医
や
医
療
機
関
の
指
示
の

下
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
受

診
を
お
願
い
す
る
。

　

こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
通
知
で
冬
場
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
同
時
流
行
に
備
え
、
か
か
り

つ
け
医
や
医
療
機
関
に
直
接
電
話

で
相
談
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
受
診

が
で
き
る
医
療
機
関
を
紹
介
し
て

も
ら
う
体
制
へ
変
更
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が

感
染
し
た
場
合
、
市
が
関
係

機
関
と
調
整
し
て
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
市
は
既
に
連
携
で
き
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

県
を
通
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
の

準
備
が
出
来
て
い
て
、
県
に
協
力

事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
中
か
ら
、
そ
の
都
度
、

個
人
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
番
適

切
な
事
業
者
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
　

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
施

設
利
用
を
自
粛
さ
れ
る
障
が

い
者
の
方
も
い
る
が
、
障
が
い
者

の
方
が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場

合
に
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
県
と
連
携
し
、
支
援
派
遣

事
業
を
進
め
て
い
け
な
い
か
。

　
　

支
援
者
の
派
遣
は
、
事
業
者

の
協
力
も
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
際
ど
こ
ま
で
出
来
る
の

か
、
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

　
　

①
市
内
在
住
の
外
国
人
児
童

生
徒
数
（
校
種
別
）
及
び
母

国
言
語
の
内
訳

②
学
習
指
導
（
各
教
科
）
や
保
護

者
と
の
連
絡
等
に
お
け
る
学
校
の

対
応

③
日
本
語
教
育
の
指
導
体
制
（
加

配
教
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
等
）

④
音
声
翻
訳
機
の
導
入
活
用

⑤
三
木
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生

教
育
の
推
進
方
針

　
　

①
令
和
２
年
９
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
の
外
国
人
児

童
生
徒
は
、
小
学
校
67
名
、
中
学

校
18
名
、
特
別
支
援
学
校
２
名
の

計
87
名
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
児
童
生
徒
に
か
か
わ

る
教
育
活
動

問答

　

主
な
母
語
言
語
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
21
名
、
ア
ラ
ビ
ア
語
16
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
12
名
、
ス
ペ
イ
ン

語
10
名
、
中
国
語
７
名
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

②
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た

「
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
た
め
の

受
入
れ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
や
本
市

教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
「
外
国

人
の
子
ど
も
の
た
め
の
指
導
支
援

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
、
児

童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
担
任
が

中
心
と
な
り
、
学
習
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
保
護
者
等
と
の
連
絡
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
母
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共

生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
保
護
者
の
要
望
等
を
丁
寧
に

お
聞
き
し
、
対
応
し
て
い
る
。

③
外
国
人
児
童
生
徒
で
母
語
で
の

学
習
支
援
が
必
要
な
学
校
に
は
、

多
文
化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
を
10
校

に
13
名
派
遣
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
５
名

以
上
の
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
学

校
へ
は
、
日
本
語
指
導
支
援
員
を

３
校
に
６
名
派
遣
し
、
放
課
後
を

中
心
に
年
間
１
４
０
時
間
の
日
本

語
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

④
現
在
、
音
声
翻
訳
機
は
小
学
校

３
校
、
中
学
校
１
校
に
設
置
し
、

走
政
ク
ラ
ブ

 

古
田 

寛
明 

議
員

【
質
疑
】

  

・ 

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・ 

外
国
人
児
童
生
徒
に
か
か

わ
る
教
育
活
動

  

・ 

学
校
統
合
の
準
備

  

・ 

三
木
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
本
部
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　緊急事態宣言下で経済活動を制限され苦境に陥った市内中小企業や小規模事業者の経済活動を早期
に回復し、市内経済を軌道に乗せるための更なる取組を行うため、第359回三木市議会（臨時会）が
7月 28日に開かれ、市長から提案された補正予算等議案２件について審議し、いずれも全会一致で
可決されました。

令和２年度三木市一般会計補正予算（第４号）　3 億 2,404 万円を増額
・�売上額が前年同月比で30％以上減少となっている中小企業等に対し、家賃支援給付金を支給するた
めの費用を追加。
・�「みっきぃとくとく・マイナポイント」の決済方法として、カード系の決済事業者を追加することに
伴い、市独自のポイント付与総額を増額するための費用を追加。
・�市内商店等がカード系の決済事業者を利用するために必要な端末の導入費用を支援するための費用
を追加。
・�市内に４か所程度のマイナンバーカード申請支援拠点を開設するための費用を追加。
・�新型コロナウイルス感染症対策に係る融資を受けた市内の中小企業等に対する「中小企業事業継続
支援給付金」を支給するための費用を追加。

財産の取得について
・�学習指導用タブレット端末の取得予定価格が条例に定める基準以上となったため、条例の定めると
ころにより、議会の議決を求める。

主な内容

第359回臨時会（7月28日）

育
委
員
会
に
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
要
望
を
し
て
い
く
。
多
文
化

共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

継
続
及
び
増
員
の
要
望
を
し
て
い

く
。

　
　

今
後
、
更
に
外
国
人
児
童
生

徒
が
増
え
た
場
合
、
市
独
自

で
の
加
配
を
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　

現
在
、
市
の
費
用
で
の
加
配

は
考
え
て
い
な
い
が
、
多
文

化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
来
日
後
一
年
間
と
い
う
県
の

基
準
を
過
ぎ
た
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
市
の
負
担
で
も
う
一
年
間
延

長
し
て
配
置
し
て
お
り
、
引
き
続

き
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る

指
導
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
各

学
校
の
教
職
員
が
共
有
す
る
た
め
、

定
期
的
に
情
報
交
換
や
研
修
を
行

う
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

年
に
数
回
、
外
国
人
児
童
生

徒
を
担
当
し
て
い
る
関
係
教

員
が
集
ま
り
、
指
導
方
法
等
の
情

報
や
悩
み
を

共
有
す
る
会

議
を
開
い
て

お
り
、
引
き

続
き
、
充
実

を
図
っ
て
い

く
。 問答問答

児
童
生
徒
の
学
習
指
導
や
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
15
校
に

計
20
台
導
入
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
学
習
面
や
生
活
面
で
の
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

⑤
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
国
籍
や

民
族
等
の
違
い
を
認
め
合
い
、
多

様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
と

豊
か
に
共
生
す
る
心
を
育
む
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
学
校
行
事
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
他
国

の
様
子
を
聞
い
た
り
、
異
な
る
文

化
を
体
験
す
る
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
、
文
化
や
生
活
習
慣
、
価
値

観
の
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
県
教
育
委
員
会
の
指

針
を
踏
ま
え
、
人
権
推
進
課
と
連

携
し
な
が
ら
外
国
人
児
童
生
徒
に

関
わ
る
教
育
指
針
を
作
成
す
る
な

ど
、
多
文
化
共
生
教
育
の
充
実
を

図
る
。

　
　

県
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
日
本
語
指
導
の
支
援

推
進
校
事
業
で
、
加
配
教
員
が
配

置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
継

続
・
拡
充
し
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
多
文
化
共
生
サ

ポ
ー
タ
ー
の
増
員
を
県
に
要
望
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

加
配
教
員
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
継
続
の
要
望
を
県
教

問答
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三木市議会事務局　電話 0794（89）2309  　市のホームページアドレスは…https://www.city.miki.lg.jp/

12 月定例会のお知らせ12 月定例会のお知らせ

11月30日（月） 議案上程・市長提案説明・決算議案採決

12月   9日（水）
質疑・一般質問

10日（木）

11日（金） 予備日

23日（水） 討論・採決等

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。ぜひ傍聴にお越しください。

※いずれも午前10時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、市のホームページを
ご覧ください。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、傍聴時にはマスクの
着用をお願いします。

本会議の様子を本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」ラジオ「エフエム三木」
�� （76.1ＭＨｚ）（76.1ＭＨｚ）
で生放送しますで生放送します

令和元年度各会計決算の認定を求める８件の議案が９月定例会に提出されたことに伴い、議員８名

で決算特別委員会を設置しました。

決算特別委員会は、各会計が適切かつ効果的に財政執行されたかどうかをチェックするとともに、

市議会の意見を今後の市政に反映させることを目的としています。

なお、各会計決算については、閉会中も継続して審査を行ったうえ、12月定例会で審査報告を行

い、結論を出す予定です。

◎委員長　○副委員長（議席順）

◎板東 聖悟　　新井 謙次　　堀　 元子　　初田 　稔
○岸本 和也　　古田 寛明　　草間 　透　　松原 久美子

閉会中の継続審査となった議案
令和元年度三木市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度三木市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度三木市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度三木市農業共済事業特別会計決算の認定について

令和元年度三木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度三木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度三木市水道事業会計決算の認定について

令和元年度三木市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

決算特別委員会を設置
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